
ＰＴＡ総会に先立ち、ＰＴＡ講演会を開催しました。今回
は、ＮＰＯ法人地域教育ネットワーク代表理事の笠松直美先
生をお招きし、「デジタル社会での子どもたち～保護者の理解
とコミュニケーション～」というテーマでご講演いただきま
した。今の時代、保護者として子どもたちとどのように向き
合っていったらよいか、示唆に富んだお話を聞かせていただ
きました。以下に、保護者の方々の感想を紹介いたします。
・大人もそうですが、子供たちは常に危険と隣り合わせのところで生活していることに改めて
気づかされました。話しやすい家庭であるように努めたいと思います。

・ただ「ネットはダメ」という内容かと思いきや、今の時代に寄り添った内容で大変勉強にな
りました。中学生だけではなく、小さい子から大人までが改めて知らなくてはいけないと思
います。

・この世の中、便利と危険が本当にとなり合わせ…その中でどう情報を選択し、生きていくか
…子どもと一緒に考えていく必要があるとあらためて感じました。

中之条中学校の教育目標〔基本目標〕
「賢さ」「優しさ」「逞しさ」の調和のとれた人間性を培い、
目標を持ち、その実現に向けて粘り強く努力する生徒の育成

２月26日（水）、ＰＴＡ総会が開かれました。通常の総会での議案の他に、会計の見直しに
よる会費の変更（値下げ）等が提案され、承認されました。
議事の中では、令和７年度の新本部役員及び監査委員の承認もなされました。まだ任期中で

すが、令和６年度の役員のみなさまには大変お世話になりました。新役員のみなさまには、４
月からよろしくお願いします。
総会終了後、学校からの連絡として、学級編制方針の変更（３年進級時のクラス替えの実施）

と部活動編成基準の見直しの２点について説明させていただきました。詳細は配布いたしまし
た文書でご確認ください。
ＰＴＡ総会に引き続き、１年と２年の学年ＰＴＡが開かれ、子どもたちの生活の様子や今後

の学年行事等について、それぞれ学年から連絡させていただきました。来年度、新２年生、新
３年生として、中中の中核となって活躍してくれることを期待しています。
今年度もＰＴＡ活動へのご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。令和７

年度もよろしくお願いいたします。

２月26日（水）に１・２年生の授業参観が行われました。
１年生は未来探究学習の
発表会として、それぞれ

が今までに学んできたこ
とを発表し、意見交換を
行いました。２年生は高

校の先生や卒業生を講師
として招いて高校説明会を行い、今後の進路選択の参考にな
る貴重な情報を得ることができました。
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１月27日（月）から３週間、アーティストinスクール
という事業で、中之条ビエンナーレのアーティスト「D
amaDamTal」さん（ダマさん･ダムタルさん）が中中
に滞在し、１年は保健体育、２年は美術の授業をしてい
ただきました。２月14日（金）には、１年のダンスと
２年の美術作品のコラボによる発表会が体育館で行われ
ました。作品を手にした２年生の間に１年生が入ってい
って創作ダンスを踊るという作品で、アートな空間が誕
生していました。当日の様子をまとめた映像作品を、今
年の中之条ビエンナーレのオープニングで公開するそうです。ぜひご覧ください。

２月２８日（金）、３年生がふるさと学習として体験学習を行いまし
た。希望により「食香バラのケーキづくり」「ボッチャ＆モルック」「タ
グラグビー」「メモリアルアートワーク」の４つの体験に分かれ、町の
コミュニティ・スクールを通して大勢の地域の方々にお世話になり、
楽しい時間を過ごすことができました。卒業を前に、また一つ大切な思い出が増えました。

★ ★ ★ ３月の主な行事予定 ★ ★ ★

３日(月) 安全点検 ３年コサージュ作り 13日(木) 卒業式

５時間授業 職員会議 14日(金) 公立高校再募集検査

４日(火) ＤＯＮタイム 17日(月) ５時間授業 校内研修

５日(水) 公立高校入試合格発表 19日(水) 公立高校再募集合格発表

６日(木) 生徒総会 20日(木) 春分の日

７日(金）３年美化活動 24日(月) ５時間授業

10日(月) ５時間授業 26日(水) 修了式･離退任式

公立高校再募集出願（～11日） 27日(木) 学年末休業日

11日(火) 衛生検査 （～31日）

12日(水) 卒業式予行練習･準備

２月28日（金）、宝生流能楽師の今井基（いまい もとい）
先生にご来校いただき、能楽の世界について学びました。
能に関するさまざまな知識をわかりやすく解説していただ
き、謡（うたい）について声に出して体験しました。授業
の最初、いきなり先生の舞いから始まり、生徒はきょとん
としていましたが、能について教えていただいた後、再び
先生が舞ってくださったときには、生徒は真剣な眼差しで
見つめていました。最後に、さまざまな能の面を見せていただきました。本物の伝統芸能に触
れる貴重な体験になりました。


